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平成 29 年９月 定例教育委員会 会議録（要旨） 

１ 日 時 

平成 29 年９月 28 日（木） 

  開会 午前９時 30 分 閉会 午前 11 時 38 分 

２ 場 所 

  市役所西館 2-6 会議室 

３ 出席及び欠席委員 

  出席者 大野教育長 上野委員 今村委員 久本委員 大庭委員 荒牧委員 飯盛委員 

  欠席者 なし 

４ 会議出席職員 

  山口教育部長 本村学校教育担当部長 麻生教育総務課長 松尾保育幼稚園課長 坂田生

涯学習課長 古庄文化課長 橋間教育総務課副課長 西村保育幼稚園課副課長 高塚生涯

学習課副課長 松本教育総務課庶務係長 

５ 教育長の報告事項 

・８月はとても暑く、異常気象のような夏であったが、９月に入り急に秋らしくなった。

学校も新たにスタートして、いよいよこれからというところで学校も活気づいている。 

・このところ危機管理事案も発生している。自然災害については８月 17 日の台風接近によ

り様々な行事が中止、延期となった。それから、北朝鮮のミサイル発射も８月 15 日に発

生し、そういった世界の情勢等も心配な面もある。 

・県内では、２学期に入って早々、高校の方でインフルエンザの発生や、運動会練習中の

熱中症が発生した学校もあるので、秋らしくいい季節ではあるが、危機管理事案も発生

していることから気をつけていかなければならないと考えている。 

・８月末に全国学力・学習状況調査の結果が公表され、８月 31 日に県内市町の教育長意見

交換会があり、その中で、小城市の小中学生のよいところとして、住んでいる所の地域

の行事への参加率は高く、地域の教育力や、子どもと地域の結びつきがよいという点が

あったが、今後さらに伸ばしていきたい。よくない所として、小中学生の家での過ごし

方が、課題となっている。年度当初に「小城市の教育」の中でも重点目標に追加してい

る携帯・スマホ利用等の家庭内ルールの推進が大きな課題。学校での校内研究で授業を

進めている中で、今後家庭学習、家庭教育等について問題解決を図っていかなければな

らないと感じた。子ども達の一日のスケジュールの中でもテレビ・携帯・スマホを使う

時間が多くなり、当然学習する時間は少なくなるので、家庭の教育は不可欠である。 

・９月１日、全体朝礼会、９月定例議会の開会。 

・９月２日は今年度２回目の土曜授業。 

・９月３日小城町の町民秋季ソフトボール大会、10 日は女性ミニバレーボール大会。 

・９月４日から７日は９月定例会一般質問、８日は議案質疑。 

・９月９日あしかりお月見会、小城市三・九カップサッカー大会小学生の部。 

・９月 10 日第 57 回牛津中学校体育大会が開催された。非常にいい体育大会だった。 

・９月 12 日教育委員会担当課長・副課長会議、社会教育委員会、東部管内教育長会。 

・９月 14 日９月定例議会文教厚生常任委員会。 
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・９月 15 日定例校長会。 

・９月 16 日小城市ジュニアバレーボール大会。芦刈町体育協会長杯として８回目で、県内

から 24 チームが参加。台風接近の影響で会期２日間を１日で開催。他にもドゥイング三

日月では三日月観月会が行われた。 

・９月 18 日天山アートフェスタ in 小城。小城にゆかりの 42 名の方々の書や絵画、染色等

の作品が展示され、偉人の作品もあり、非常にいい催しだった。 

・９月 19 日９月定例議会、常任委員長報告・質疑・討論・採決。 

・９月 20 日文化財保護審議会。 

・９月 24 日桜岡、晴田、岩松、三里小学校運動会。市老連福祉大会。また、同日芦刈文化

体育館にていじめ撲滅プロレス大会が催された。いじめ撲滅ということで講演会を含め

たプロレスのイベントに子どもたちも多く参加していた。 

・９月 26 日９月定例議会、教育委員会分決算特別委員会。夜は県民体育大会の結団式並び

に功労者表彰が行われた。 

・９月 27 日牛津小学校の市教育委員会訪問。 

・明日以降は９月 30 日に小城、岩松、三里、砥川保育園、あしかりこども園の運動会が開

催される。 

・９月以降に多くの行事が開催され、教育委員の皆さまには見学、応援等をしていただい

ている。今後も大変と思うが、よろしくお願いしたい。 

・さまざまな行事に参加する中で、スポーツや芸術などの文化面それぞれが次の活力にな

るということで、各年代の方々の活躍を見ることができた。今後も継続して、小さい子

どもからお年寄りまで生涯に渡る生涯学習の充実についてしっかりとやって行かなけれ

ばならないと痛感した。 

・ここからは議会についての報告となるが、上程した条例や補正予算については可決した。

また、一般質問の中で、部活動の意義、あり方について質問があり、社会的な問題でも

あるため、定例校長会の中でも話をしたが、多忙化対策を含めて教育委員会と学校が一

緒になりながら取り組んでいきたい。 

・また、議会からの 2 点目はグローバルな人材育成ということで、18 日から 21 日で中国海

鹽（かいえん）県の視察に小城市から 10 名参加するが、教育委員会 2 名と中学校長 2 名

も参加し、今後どういった事が交流としてできるのかということも含めて視察の中で考

えていきたい。 

・３点目は郷土で活躍した人のクローズアップということで、牛津の偉人である田中丸善

蔵、平川与四右衛門の牛津町史の物語の活用がどうかという質問があった。 

・４点目はプログラミング教育であったが、今後道徳の教科化と外国語教科化等もある中

で、プログラミング教育をどう推進していくかということについては、県、国の状況を

見ながら進めていきたいと答弁している。 

・５点目に交通安全、子どもの命を守るということで、通学路の点検、又は登下校の安全

等を再確認させていただきたいと考えている。 

・６点目に放課後児童クラブのことについて、小城市としても大きな課題としてとらえて

いるが、一般質問の中では支援員の負担、施設の問題等が指摘され、今後大きな課題と

してとらえていきたいと考えている。 

・７点目にエアコン設置の見通しについて、現段階では小中一括で実施をし、平成 30 年度、

31 年度設置ができるような方向でスピード感を持って取り組んでいる状況。 

・それ以外に議会では、公民館の長期休業中の開放、小城中学校の自転車小屋の問題、牛

津公民館の芝生広場、牛津運動公園の整備、子育て支援等が取り上げられた。今回議会

で取り上げられた様々な事についても課題としてとらえて、進めていきたいと考えてい



- 3 -

る。 

６ 議 事 

第１ 議決事項 

【会議録】 

平成 29 年８月定例教育委員会の会議録について

〔意見・質問〕

○Ｃ委員

会議録要旨１ページ教育長報告の 4 行目、「小城多久地区が主幹となって」を

「主管」としたほうがいいのではないか。

○教育長

Ｃ委員からの指摘通り「小城多久地区が主管となって」ということでお願いした

い。

○Ａ委員

３ページの報告 19 号保育幼稚園課長の説明の 4 行目で「低所得者帯」となって

いるが、「世」は必要ないか。７ページも同様。

○保育幼稚園課長

あった方がよい。

○教育長

「低所得者世帯の保護者の負担」ということで「世」を追加する。

○Ａ委員

４ページ。〔意見・質問〕のすぐ上は「参加が難しい地区がある模様。」がいいの

ではないか。また、説明の中で「公立・市立」とあるが、これは「私立」ではない

か。

○保育幼稚園課長

「私立」です。

○教育長

まず上の方は「参加が難しい地区がある模様。」。下の方は「私立」に訂正する。

○Ｂ委員

関連だが、子どもクラブ球技大会になかなかチームができない厳しい状況がある。

議事録にもあるとおり、こういった報告があっているので、具体的に青少年育成市

民会議等と協議しながら改善できるような取り組みをするという意味合いが入って

いると理解している。よろしくお願いする。

○教育長

子どもクラブ球技大会等については、大きな課題として、生涯学習課を中心に検

討していきたい。ご意見感謝する。

〔結果〕

承認

【議案第 14 号】 

  小城市放課後児童健全育成事業実施規則の一部を改正する規則 

〔説明〕

◇教育総務課長が説明

放課後児童健全育成事業を円滑に運営するため、規則の一部を改正する必要があ

るため提案させていただいた。
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具体的には様式の改正であり、特に支援を要する児童の情報や、通院状況、長期

休暇中の扱い等を事前に把握する事で、支援員を追加する加配等をスムーズに行い、

放課後児童クラブをより円滑に運営することができるということで今回提案させて

いただいている。

〔意見・質問〕

○Ｂ委員

提案の趣旨が正しく伝わればよいが、様式ということで、申請者全員に渡す事に

なる。今回一歩踏み込んで発達障害の診断等の記載が追加されているところをどう

とるか。今の時代は障がいを隠すではなく、ノーマライゼーションやインクルーシ

ブ教育など障がい者と一緒に支え合うようなところだから、よりよい対応をするた

めに変更をしている事を、しっかり考え方を持っておいた方が良いと思う。

○教育総務課長

充分に説明をさせてもらったうえで、申請の方を受付したい。

○Ｃ委員

現場からの要望で改訂するのか。

○教育総務課長

受付後に特に配慮を必要とする児童がいる場合が多く、支援員の加配が後手に

回ってしまい、支援員も困っていたところ。最初から加配をする事で円滑に運営で

きるということで今回提案している。

○Ｃ委員

例えば発達障害等の情報は学校に聞かざるを得ないのでは。学校とのコミュニ

ケーションをいかに取るかが、放課後児童クラブの運営をスムーズにしていく一つ

の方法かとおもうが。

○教育長

学校にはそのような情報は上がってくると思う。受け入れ後については当然学校

と連携を取りながら進めていかなければならないが、申請段階でのどこまで情報を

お願いするかが問題となっている。

○教育部長

学校と放課後児童クラブが運営主体が違うため、学校で得た個人情報を放課後児

童クラブで使うとすると保護者の同意が必要となる。現時点でそこまで制度上の連

携は取れていないので、今回の様式の中で保護者から直接情報をいただくというこ

とで進めていきたい。Ｃ委員ご指摘の学校との連携は非常に重要であるので、それ

らを踏まえながら今後連携を取っていきたい。

〔結果〕

承認

【議案第 15 号】 

  平成 30 年度小城市立幼稚園児募集要項について 

〔説明〕

◇保育幼稚園課長が説明

小城市立幼稚園の管理及び運営に関する規則第４条の規定に基づき提出する。

平成 30 年度募集要項の赤い文字の部分が変更点で、来年度の募集人数を要綱に

記載している。人数については表をご覧いただきたい。各園の進級する人数を考慮

し、募集人数を設定している。

保育料については先月の教育委員会でもあった通り就園奨励費の負担額を少なく
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するということがあったため、保育料の説明欄に記載をしている。

募集期間は 11 月１日から 12 月８日と例年並みの募集期間で、保育園も同じ期

間で募集をかける。

幼稚園については 10 月 30 日の入園説明会で説明したい。

〔意見・質問〕

○Ｂ委員

地元なのに入れない等の意見もあるので、しっかりとした説明が必要。

○保育幼稚園課長

保育園の入所では、そういう意見もあるが、幼稚園では問題となっていない。

〔結果〕

承認

第２ 協議事項 

【協議第５号】 

  川内野外研修センターの利用について 

〔説明〕

◇生涯学習課長が説明

晴田小学校の川内分校を野外研修センターとして利用開始したのが平成 21 年。

野外研修センターとして活用するに際して、整備が行き届いていない関係か、利用

状況は思わしくない。平成 27 年から 28 年にかけて、文部科学省の廃校プロジェ

クトを利用し公募したが、応募があった１件も財政支援を伴うものであったため見

送った経緯がある。

こういったことから野外研修センターとしての活用は廃止しようということで考

えているところであるため、委員の皆様に協議いただきたい。

なお、校舎の状況としてはかなり痛みが激しく、雨漏りや、窓ガラスの破損など

不特定多数の方にご利用いただくことは難しい施設と判断している。

〔意見・質問〕

○Ｂ委員

市は公共施設の適正配置計画ということで財政健全化に向けて統廃合とか整理を

する必要があることは聞いている。そういった状況の中、新規にリニューアル等で

きない状況では運営は無理と思う。

ただし、研修センターという機能は果たせないにしても天山登山時の休憩施設と

しての役割は大きいと思うので、利用の廃止をするならば、教育委員会としてでは

なく、小城市の地域浮揚や観光も視野に、トイレや休憩所は本気になって対応して

ほしいということは考慮する必要があると思う。

○教育長

川内分校を野外研修センターとしては廃止したいと考えているが、今後の施設活

用については市と話をしながら進めていかなければならないと考えている。

○生涯学習課長

この後の利用については、当面文化財の倉庫として活用していく予定で、壊す予

定はない。

○文化課長

トイレの利用も含めて、生涯学習課と協議をしているところである。

○教育部長

今回、本件は協議で出しているため、委員の皆様の意見を踏まえ検討して、条例
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の一部改正等を含め最終的にまた委員会に提案したい。

〔結果〕

了承

【協議第６号】 

  平成 29 年度（平成 28 年度実施事業）小城市教育委員会の権限に属する事務 

の管理及び執行状況の点検・評価の報告について 

〔説明〕

◇教育総務課長が説明

地方教育行政の組織および運営に関する法律第 26 条の規定に基づき教育委員会

は毎年その権限に属する事務の管理および執行の状況について点検及び評価を行い、

その結果に関する報告書を議会に提出するとともに公表しなければならないため、

協議する必要がある。

７月 28 日の第１回評価委員会、８月８日の第２回評価委員会には教育委員の皆

さんもご参加いただき、８月 23 日の第３回評価委員会にて、評価委員の皆さんの

意見を集約いただいた。その後、点検・評価結果を踏まえた平成 29 年度以降の取

組の方向性について、教育委員会事務局にて検討し、今回報告書を了承いただきた

いということで提案させていただいた。今後市長および議会への報告を行う予定。

〔意見・質問〕

○Ｅ委員

９月１日に評価委員会があり、最終的な評価を決定し評価報告を受けた形となる

のか。

○教育総務課庶務係長

最終的な評価方針について、８月 23 日の第 3 回評価委員会にて検討され、その

評価結果を９月１日に受け取った状況。９月１日には開催していない。それを踏ま

えて、教育委員会としての対応について今回記載させていただいている。

○Ｂ委員

評価委員会は平成 19 年度から始まり、県内でも佐賀市の次と非常に早く取り組

んで、評価委員のメンバーに恵まれてやってきている。その後、総合計画や教育振

興基本計画等との整合を図りながら評価が出来るよう工夫をしてもらって教育委員

会の評価は素晴らしい小城市の財産と思う。

○教育長

この評価に関してはしっかりと頭の中に入れて、事業を展開していきたい。

〔結果〕

了承

４ その他 

 （1）教育委員会の共催及び名義後援事業について 

〔説明〕

◇教育総務課庶務係長が説明

①熊本地震復興支援・大野勝彦美術作品展示会 

／少林寺拳法佐賀小城スポーツ少年団 

②第 66 回小城本町シャンシャン祭 

／第 67 回小城本町シャンシャン祭り祭典委員会 

③第３回 龍鳳カップミニバスケットボール大会 2017／龍鳳カップ実行委員会 
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④チャレンジ３ｄａｙｓ／佐賀新聞販売店会、佐賀新聞社 

⑤第 29 回ミニバスケットボール江北大会／江北ミニバスケットボール保護者会 

⑥第６回小城市綱引き大会／一般財団法人小城市体育協会 

⑦平成 29 年度「第 13 回小城市少年少女の声」大会 

／小城市青少年育成市民会議 

⑧"わくわく自然体験の中から防災について学ぼう‼子ども防災キャンプ 2017" 

／ま・まんでぃ 

⑨出羽海部屋力士とのふれあい会／芦刈町体育協会 

⑩2017 年「幸せのクリスマスの灯」／幸せのクリスマスの灯実行委員会 

〔意見・質問〕

なし

〔結果〕

了承

 （2）平成 29 年度小城市幼児教育・保育施設運動会・生活発表会等日程について 

〔説明〕

◇保育幼稚園課長が説明

先月の定例教育委員会の中で、この表をお渡ししているが、一部変更点と未定分

があったため再度お渡しする。

〔意見・質問〕

○Ｃ委員

砥川保育園の行事については、牛津こどもの森のＢ委員と変更をお願いする。

○保育幼稚園課長

はい。

〔結果〕

了承

 （3）平成 29 年度早寝・早起き・朝ごはん生活状況に関する保護者アンケート 

集計報告について 

〔説明〕

◇保育幼稚園課長が説明

毎年「早寝・早起き・朝ごはん」に関するアンケートをとっているが、今年度新

たに「お子さんは、楽しく幼稚園・保育園・こども園に通っていますか。」という

アンケートを追加させてもらっている。この設問に対して 93％が楽しく通ってい

るという回答があり、嬉しく思う。

一方で、「お子さんは普段、朝ご飯を食べていますか。」という設問に対し、他の

設問の「あなた（保護者）は朝食を食べていますか。」の結果にリンクしている部

分があり、保護者が朝食を食べていない家庭の子どもは朝ごはんを食べていないと

推察される。

朝食についても、「朝食はどんなものを食べていますか。」という設問の回答に

「飲み物のみ」があるが、朝食の定義として、そしゃくで脳が目覚めるという点が

あるため、歯を使ってかむというところがあればもっとよいと感じた。

早寝・早起きの部分で、早寝の定義が夜９時までに就寝となっているが、保護者

さんが夜７時頃まで預けて、帰宅後に食事の準備、お風呂、就寝となると 10 時く

らいになる家庭もあると感じた。アンケート結果では、10 時頃、10 時以降合計で
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４割程度存在しており、少しずつ割合が多くなっている印象。

このアンケートを取るようになってから「早寝・早起き・朝ごはん」の大切さに

気を付けるようになった、もしくは少しは気を付けるようになったと 76％が答え

ており、このアンケートもよい効果をもたらしていると考えている。

〔意見・質問〕

なし

〔結果〕

了承

 （4）平成 29 年度佐賀大学・小城市交流事業 

小城鍋島 400 年特別展「鍋島元茂－父を支え小城を領す－」について 

〔説明〕

◇文化課長が説明

平成 29 年度佐賀大学・小城市交流事業として、今年が小城鍋島家が成立して

400 年ということになる事から初代藩主の鍋島元茂をクローズアップして展示会を

開催したい。

テーマが「鍋島元茂－父を支え小城を領す－」。父というのは佐賀藩初代藩主鍋

島勝茂。

会期は 10 月 28 日から 12 月 10 日まで。場所は歴史資料館企画展示室。開場式

は 10 月 27 日 10 時 30 分を予定している。当日は岩松保育園の市教育委員会訪問

も予定されている。

〔意見・質問〕

○Ｂ委員

テープカットも教育長がする事になるので、教育長は歴史資料館に行く必要があ

る。

○教育長

開場式については、私が出席し、園訪問については教育委員の皆さんへお願いす

る。

○文化課長

関連行事として、シンポジウムを 11 月 23 日にゆめぷらっと小城で開催を予定

している。こちらにもぜひご参加願いたい。

〔結果〕

了承

５ 次回定例教育委員会開催日程及び場所 

◇定例会

  【日 時】 10 月 26 日（木） 午前９時 30 分～ 

  【場 所】 小城市役所 西館２階 ２－６会議室 

６ 議 事【非公開】

第１ 議決事項 

【会議録】 

  教育委員会の会議録について（非公開）                〔承認〕 

【議案第 16 号】 

  就学援助（準要保護）の認定について                 〔承認〕 
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第２ 報告事項 

【報告第 23 号】 

小城市保育施設等の利用調整に関する事務取扱内規について        〔了承〕 

【報告第 24 号】 

就学援助（準要保護）の認定について                  〔了承〕 


